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   帰国後４ヶ月25）の間、定着センター26）でお弁当を食べていたときはよかったのですが、
センターを出ると、日本語が話せなくて苦労しました。定着センターでの４ヶ月だけの日本
語学習では、あいさつくらいしかできませんでした。 












名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第５号 2006年６月 
った声で思いのたけを語り始めた。 
 
   はい、自分に今よりもっと適した仕事が見つかると思います。日本語が話せないので、私
の体にも大きく影響を及ぼしています。 

















































 帰国者（配偶者）のみ就労 帰国者及び配偶者が就労 
10万円未満 29.9％ 3.4％ 
10～20万円未満 41.4％ 21.7％ 
20～30万円未満 16.5％ 43.0％ 
30～40万円未満 1.7％ 19.3％ 
40～50万円未満 0.2％ 6.3％ 
50万円以上 1.0％ 4.3％ 
無回答 9.4％ 1.9％ 










































































































   孤児らの求職活動の援助をしましたが、孤児らの就職は順調にはいきませんでした。職安
で求職活動もしましたが、中国での孤児らの職歴、経歴を考慮して職場の斡旋をするという
ことはなかったですね。 






















   窓口に中国語を話せる職員はいないので、孤児らは、希望を、一生懸命に筆談でして、そ
うやってやりとりしていましたね。 






































  １．就職（仕事に就きたい）  ６ 
  ２．子どもの学校       １ 
  ３．医療と住宅問題      １ 
  ４．留学について       １ 
  ５．家庭内の夫婦の問題    １ 












































































































































































































































名古屋市立大学大学院人間文化研究科 人間文化研究 第５号 2006年６月 
厚生労働省統計（毎月勤労統計調査） 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/monthly/17/17fr/mk17r.html（2006年２月19日アクセス） 
中国帰国者の会ホームページ http://kikokusha.at.infoseek.co.jp/（2005年４月２日アクセス） 
法務省ホームページ http://www.moj.go.jp/（2005年５月22日アクセス） 
 
 
（やまだ ようこ・名古屋市立大学大学院人間文化研究科課題研究分野「多文化共生」博士前期課程学生） 
 
 
（研究紀要編集部は、編集発行規程第５条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿を本
誌に掲載可とする判定を受理する、2006年５月18日付）。 
 
